
№ 情報提供元

1 太田行政県税事務所

2 沼田市

№ 情報提供元 内　　　容 資料

1 太田行政県税事務所 麺-１祭り館林２０２６ P.1

2 沼田市 第９回沼田ピクニックフォトコンテスト P.1

3 みどり市観光課 第６９回　関東菊花大会 P.2

4 竹久夢二伊香保記念館 企画展「夢二・麗しの様式美」 P.2

5 原美術館ARC（渋川市） 觀月会 －夜の美術館で月を待つ－ P.3

6 高崎市・県立日本絹の里 第28回「群馬の絹」展　～観る、買う、装う、シルクとの出会い～ P.3

7
群馬県立歴史博物館（高崎
市）

　「現代（いま）によみがえる能装束 -縫の精緻　箔の輝き-」 P.4

群馬県の観光情報9月号

第9回沼田ピクニックフォトコンテスト

麺-１祭り館林２０２６

内　　　容

今月の注目情報

令和８年（２０２６）年９月１５日

群馬県東京事務所 政策調整第二係

今月の県発表



№ 情報提供元

1 桐生市行政県税事務所

2 桐生市 桐生八木節まつりin浅草

3 大泉町観光協会

4 沼田市 沼田市ピクニックインスタグラムフォトコンテスト

5 沼田市 ぬまた市産業展示即売会

6 沼田市 上州沼田真田まつり

7 高崎市・県立日本絹の里 第２８回「群馬の絹」展

8 渋川市・原美術館ARC

世界がぎゅ～っと、おおいずみ。２０２６

桐生市・みどり市デジタルスタンプラリー

9月25日-27日の3日間限定 夜間イベントを開催いたします

内　　　容

今月の同封資料

情報のお問合せ、ファイルや画像のご請求はこちらへどうぞ
群馬県東京事務所 政策調整第二係

E-mail ： g-info@pref.gunma.lg.jp

電話 ： ０３－５２１２－９１０６ ＦＡＸ ：０３－５２１２－９１０３

所在地 ： 〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館８階 群馬県東京事務所

（東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線 永田町駅から徒歩約1分）



日時 ◆１０月１７日（土）・１８日（日）１０時～１５時

場所
◆館林城ゆめひろば（群馬県館林市城町1－1　館林市役所
隣）

交通
◆電車：東武鉄道伊勢崎線　館林駅から徒歩で約１６分
◆ 車 ：東北自動車道　館林ＩＣから車で約１０分

担当
◆群馬県太田行政県税事務所（ＴＥＬ０２７６－３２－２
２１５）

R７開催事の行列

日時 令和８年９月５日(土)～令和８年１１月２９日（日)

沼田市内

沼田ピクニック参加りんご園７園（果実庭、あっちゃんり
んご園、田村りんご園、滝沢りんご園、りんごの家 山口果
樹園、原田農園、香里園）

電車：JR上越線 沼田駅からバスで約10分～30分

車　：関越自動車道 沼田ICから約3分～20分

担当 沼田市農林課（TEL：0278-23-2111） Ｒ７年度最優秀賞

麺‐１祭り館林2026
【麺‐１祭り館林実行委員会】

　食欲の秋、恒例イベントとなった「麺‐１」（メンワン）。
　１０月１７日 土曜日と、１０月１８日 日曜日の二日間にわたって、館林城ゆめひ
ろばで日本最大級の麺の祭典が開催されます。
　今年もラーメン・うどん・焼きそば・パスタなどの麺類が勢揃いします。麺料理の
ほかにも、デザートやドリンクなど、地元館林市をはじめ、県内外から多彩なお店が
大集合し、味と腕前を披露してくれます。
　そして今回も様々なステージイベントが予定されていますので、お食事と合わせて
是非お楽しみください。

http://www.t-cci.jp/men1/

第９回沼田ピクニックフォトコンテスト【群馬県沼
田市】

りんごの木の下で、美味しい時間を♪

　沼田ピクニックでは、第９回インスタグラムフォトコンテストを開催します。今大
会も部門（人物、動物、ピクニック)に分かれ、部門別審査を行います。対象のりん
ご園でピクニックやりんご狩りを楽しんだら、撮影した写真に①＃沼田ピクニック、
＃応募する部門をつける、

②@numatapicnicをメンション、③@来園した園のアカウントをメンション、または＃
来園した園名で投稿しよう！（①～③全てしないと応募完了となりませんのでご注意
ください。）入選者には、老神温泉ペア宿泊券や特産品など沼田を楽しめる賞品をプ
レゼントします！

沼田ピクニック参加園では、ピクニックセットの貸出をしています。真っ赤なりんご
が実る木の下で、癒やしと美味しい時間を過ごしてみてはいかがですか？

◆沼田ピクニックInstagramアカウント：＠numatapicnic

場所

交通

－ 1 －



日時 ◆令和８年11月１日（日）～11月30日（月）

場所 ◆ながめ公園

◆車：北関東自動車道「太田藪塚IC」から約24分

◆電車：わたらせ渓谷鐵道大間々駅から徒歩約８分

　　　　上毛電気鉄道西桐生駅から徒歩15分

フラワーアーチと

シンボルの五重塔

◆会期：令和8年9月19日（土）～　令和9年3月31日（水）

◆公開時間：9時～17時（最終入館16時まで）

◆予約不要

〒377-0102　群馬県渋川市伊香保町伊香保544-119

竹久夢二伊香保記念館

◆電車：JR渋川駅よりバスで約25分「見晴下」下車徒歩す
ぐ

◆JR高速バス「上州ゆめぐり号」：JR東京駅より伊香保温
泉まで直通「見晴下」下車徒歩すぐ

◆車：渋川伊香保ICより約20分

竹久夢二伊香保記念館 竹久夢二「泣き黒子」

TEL.0279-72-4788 絹本着色／大正後期

（写真を添付）

交通

担当 ◆みどり市観光課　TEL:0277-76-1270

　また、期間中は以下のイベントイベントが予定されます。詳細はチラシをご覧くだ
さい。
○菊華寄席
○ミニ音楽フェス「Antiqua Nova 2026｣
○ながめ爆笑寄席
○みどり市観光物産まつり

秋のながめ公園を約1,000鉢の菊が彩ります

　ながめ公園において、大菊三本立ての盆養菊や盆栽菊、懸崖菊、大作りなどさまざ
まな菊花を展示します。本大会のシンボルである五重塔や菊人形、ハートや富士山、
赤城山をかたどった菊づくり、フォトジェニックなフラワーウォールなども展示さ
れ、会場を華やかに彩ります。

第69回　関東菊花大会【みどり市】

竹久夢二伊香保記念館 企画展【渋川市】
企画展「夢二・麗しの様式美」

夢二が描く美人画は当時の人々のあこがれの的。目線や手足のバランス、横顔や後ろ姿
など、その様式美は唯一無二の輝きを放っています。本企画展では、夢二記念館が所蔵
する１万6,000点の作品資料の中から、掛け軸・素描・雑誌の挿絵など、美人画を一挙
に公開いたします。夢二にしか描けない憂いを帯びた愛らしい作品をぜひご覧くださ
い。

※料金：普通券2,000円／共通券2,500円

日時

（写真を添付）

場所

交通

担当
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日時
2026年9月25日（金）、26日（土）、27日（日）
17：00 – 20：00（受付は19:00まで、事前予約制）

場所 原美術館ARC

交通
上越／吾妻線「渋川駅」よりバスにて約15分、「グリーン
牧場前」下車、徒歩約7分。お車の場合、関越自動車道「渋
川・伊香保I.C.」より8 km、約15分。

担当 原美術館ARC　広報 原美術館ARC　外観（夜）

日時
◆会期：令和８年１１月１９日（木）～２３日（月・祝）
◆開館時間：９時３０分～１７時
◆休館日：会期中は無休

場所 ◆群馬県立日本絹の里（群馬県高崎市金古町888-1）

交通
◆電車：上越・北陸新幹線　高崎駅からバスで約３０分
◆ 車 ：関越自動車道　前橋ＩＣから約２０分

担当
◆群馬県立日本絹の里（担当：毛利・木内）
　　Tel.027-360-6300 (チラシ表面）

觀月会 －夜の美術館で月を待つ－【渋川市】

3日間限定・夜間ライトアップイベント開催

今年の中秋の名月は9月25日（金）*。そこから満月となる9月27日（日）までの3日間、特別
に美術館の敷地を夜間に一般開放します（有料）。17時以降は美術館建築を仄かに照らし、
屋外作品ガイドなどを開催。また、9月26日（土）はイベントのハイライトとして、カフェ
ダールにてDJによる演奏が行われます。
展覧会鑑賞の後だけでなく、仕事帰りや旅行の思い出作りとしてお立ち寄りください。

*9月25日の日の入り17：40頃、月の出16：45頃（渋川市）

觀月会 －夜の美術館で月を待つ－　2026年9月26日（土）
https://www.haramuseum.or.jp/jp/arc/event/2298/

美術館建築ライトアップ　2026年9月25日（金）、27日（日）
https://www.haramuseum.or.jp/jp/arc/event/2299/

群馬県立日本絹の里「群馬の絹展」【高崎市】

第28回「群馬の絹」展　～観る、買う、装う、シルクとの出会い～　

「群馬の絹」展は、永い歴史と伝統に培われた染織や最新の加工、製造技術を駆使し
て創り上げた、優れた織物、工芸品などの絹製品を一堂に集めて、県民をはじめ、県
内外の関係者、消費者の皆様に広く紹介し、「群馬の絹」を“実感”していただき、
蚕糸絹業の活性化、絹の需要拡大を図ることを目的に開催します。
　また、来場者の皆様に絹への理解を深めていただくため、「群馬の絹」製品の販売
並びに織り、藍染め、繭クラフト、桑の木ストラップなどの制作体験、きもの着付け
体験を行います。会期中はどなた様も観覧無料です。

（写真を添付）
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日時
◆2026年9月18日（金）～11月23日（月）
　9時30分～17時（入館は16時30分まで）

場所 ◆群馬県立歴史博物館（高崎市綿貫町992-1）

交通

◆車：上信越自動車道「藤岡IC」より約10分。
　　　関越自動車道「高崎玉村スマートIC」より約10分。
　　　北関東自動車道「前橋南IC」より約15分。
　　　アイ・ディー・エー群馬の森駐車場を利用
　　　（無料）。
◆電車：JR高崎駅よりバスで約25分。

担当
◆群馬県立歴史博物館（027-346-5522）
　学芸係　武藤

浪に花唐船文様
（山口能装束研究所蔵）

生糸の一大生産地である群馬県にとって、絹を重要な材料とする能装束は文化的・経
済的にも深い関係があります。今回の企画展では、能装束の中でも内着であり一部し
か見えない縫箔に焦点を当て、日本刺繍の精緻な技術と美しさに迫ります。
本展は、山口能装束研究所の成果のひとつである50領にも及ぶ縫箔を展示します。ま
た、昨年新たに群馬県の重要有形民俗文化財に指定された養蚕・製糸用具をあわせて
公開することで、近世から現代における群馬の生糸生産についても紹介します。

（一般1,000円、大学生・高校生500円、中学生以下無料）
【当館HP】https://grekisi.pref.gunma.jp/

群馬県立歴史博物館
第115回企画展【高崎市】

　「現代（いま）によみがえる能装束 -縫の精緻　箔の輝き-」
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